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 今年度は、５月の校外研修（高山市街散策）と１０月の遠足（郡上市）の新しい行事を含め、全ての行事を

実施することができました。親しい仲間と校外の自由な雰囲気で楽しむ姿、普段は話すことのない仲間と交流

する姿など、教科学習にはない経験をすることができました。来年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止へ

配慮しながら、年間を通して様々な学習に取り組みたいと考えています。 

いよいよ第３回学習期限を残すのみとなりました。第１・２回の学習期間を通して、生徒たちは定期テスト

での合格を目指し、自学自習に取り組んできました。スクーリングでの姿や平日に登校し学習を進める姿も多

く見られました。第３回学習期限のテストは、今年度の科目履修、単位修得や成績につながる特に重要なもの

です。期限までに合格できるよう、言葉かけなどの支援をお願いいたします。 

 

 

 

第３回学習期限については、『ご家庭の皆さまへ』（１０月郵送済）に詳しく掲載されています。 

ご確認ください。 

なお、飛騨高山高等学校通信制通信制ホームページに令和４年度に発行した『ご家庭の皆さまへ』が

掲載されています。 

 

 
①  定期テスト日に欠席、遅刻する場合は、必ず学校に連絡してください。 

連絡があれば【追テスト】を受験することができます。 

★追テストが受けられる日  前半科目、３修科目 → １月２２日（日）６限まで 

後半科目 → ２月 ５日（日）６限まで 
この日を過ぎると再テストとして受験することになります。 

 
② どのテストも開始時刻に遅れると受験できません。 

 
③ 「テストを受けなかった」「受けられなかった」科目については、 

今年度、履修は認められません。また、単位認定もされません。 
 

   ④ 第３回定期テストの受験資格を満たしてください。 

◎テスト範囲のレポートに合格をする。 

◎スクーリングの必要出席時間数を満たす。 

・各科目の必要時間数は『学習の手引』（Ｐ４１～Ｐ５０）で確認できます。 

・下記のケースの場合、個別スクーリングを活用して必要時間数を満たすことができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★１回目のテストで不合格になっても、期限までに何回か再テストを受験することができます。 

あきらめず最後まで取り組むよう、励ましていただきたいと思います。 

単位が認定できない科目があった場合は、２月１４日以降に個別に連絡します。 

テストに関する重要事項（確認） 

「必要一斉時間数をクリアしたが、必要時間数を満たしていない」 

「木曜日（３修生）と日曜日（全員）の一斉スクーリングに全部参加しても足りない」 

                      ↓ 

必要な時間数の個別スクーリングを受ける 

※個別スクーリングの認定は、各学習期限で２時間までです。 

スクーリング(日曜Ｓ、水特Ｓ、３修Ｓ)がある日は受けられません。 

 

 



【時間数の確認の仕方】                

「学習の手引」（例）３Ａ （ｐ４６） 

 

 

    

 

 

 

 

必要時間数＝それぞれの科目の１年間に受講しなければならない時間数（『必要一斉時間数（スクーリング 

出席時数）』を含む）のことです。 

           それぞれの教科・科目により異なります。 

例）地学基礎の場合、必要時間数は「８」  

・必要一斉時間数「５」 → 一斉スクーリングに出席 

・残りの「３」について → 一斉スクーリングに出席 又は 

個別スクーリング、学習会（１月４日）で満たすことも可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生より３修生と４修生を選択することができます。１月２９日（日）のスクーリングにおいて、来年度の科目登録（学

習届）を最終的に決定します。３修生の場合は、日曜日以外に、木曜日にも登校し、２年生の科目に加えて、４年生の科

目も同時に学習します。３年間での卒業には魅力的な面もありますが、科目が多いためレポートが間に合わず、途中で

あきらめてしまう生徒もいます。アルバイトとのバランスや卒業後の進路について、ご家庭でよく相談していただきたいと

思います。３修生に登録する場合は、１年生で登録した科目を全て履修できることが必要条件になります。 

２年生、３年生では、自分の進路や興味にあわせて科目を選択できるようになります。 

卒業条件等不明な点は、担任にお問い合わせください。 

 

 

①第２学習期限のテスト結果を同封します。今後の学習について懇談が必要な場

合は担任から連絡があります。 

②新年を迎えるにあたって、お子様が今までの自分自身を振り返り、新たな目標

をもって学習に取り組めるようにご配慮をお願いします。引き続き、「交通安

全」「情報モラル」「健康管理」にご注意ください。 

令和４年度 卒業式 令和５年３月５日（日） 予定 
※詳細につきましては、後日ご案内をいたします。 

単位修得のため、最後まで合格を目指しましょう！ 

必　　要

時 間 数

必要一斉

時 間 数

開　　講

時 間 数

☆ ３修体育を履修する生徒は、この表の時間に加えて木曜スクーリングに出席することで必要時間数１５、必要一斉時間数９
    （うち日曜Sが６、木曜Sが３）を満たす必要があります。
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地学基礎  

●「科目の履修」と「単位の修得認定」について 

  科目の履修条件：それぞれの学習期限内に、レポートを定められた枚数提出し合格する 

スクーリングに必要時間数以上出席している。 

それぞれの学習期限内に、いずれかのテスト（定期、追、再、特別）を受験している。 

  単位の修得認定条件：上記の履修条件を満たす。 

年間学習成績の総合的評価が一定の基準を満たす。 

  ※詳しくは、『学習の手引き』（Ｐ２）をご確認ください。 


